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年間素材生産量(団地内) 
H25年度 H26年度 目標値 達成率(H26) 

主伐 

用材 1100.55 696.93 1,000 70% 

バイオマス 180.99 143.514 140 103% 

計 1281.54 840.444 1,140 74% 

間伐 

用材 0 
(293)   

169.862 
(217) 

500 
 

34% 
(77%) 

バイオマス 0 
(100) 

111.388 
(56) 

60 186% 
(278%) 

計 0 281.25 560 50% 

合計 

用材 1100.55 
 

866.792 1,500 58% 

バイオマス 180.99 
 

254.902 200 127% 

計 1281.54 
 

1121.69 1,700 66% 
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※赤字は島根県王泊団地の実績 



皆伐-年間素材生産量 
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間伐-年間素材生産量 
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コストの分析 
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PDCAサイクルの活用 

Plan：計画 

Do:実行 

Check:調査 

Act：行動 
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労働生産性と生産コスト 
区 分 現 状 H25年度 H26年度 目 標 

間 
 

伐 

車両系 

労働生産性 
(㎥/人日) 

ー ー 5.31 7.6 

生産コスト 
(円/㎥) 

ー ー 8,800 6,000 

架線系 

労働生産性 
(㎥/人日) 

2.0 ー 6.63 6.5 

生産コスト 
(円/㎥) 

19,373 ー 8,000 7,000 

皆 
 

伐 

架線系 

労働生産性 
(㎥/人日) 

5.2 ー 7.32 8.0 

生産コスト 
(円/㎥) 

6,777 ー 5,100 5,500 

車両系 

労働生産性 
(㎥/人日) 

5.50 7.10 ー 8.2 

生産コスト 
(円/㎥) 

7,975 5,800 ー 4,300 
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間伐日報の導入 
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作業種毎に従事した 
時間を記載する 

重機の使用時間・使用燃料 
オペレーターの名前を記載 



コスト計算表を利用 
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メリット 

手早くコストの計算ができる 

問題点・改善箇所が見つけやすい 

作業班もコストを意識するようになる 
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気付き 

間伐日報を別に書く手間がかかる 

機械損料の計算等、曖昧な箇所も多い 
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コスト分析で気付いた点 

•作業日数に対して重機が
稼働していない日が多い 

重機の損料 

•計画的に施業を行わな
いと回送費が増大する 

回送費 
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吉川材のブランド化 
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吉川特別市 
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88年生ヒノキ 



森林の様子 
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ひのき 88年生 (大正14年植え) 
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白蛇神社 (岩国市今津町) 



木谷山林のヒノキを利用 
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今後の課題 
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森林・林業活力強化プロジェクトに参加して･･･ 
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造林・育林 

素材生産 

木材の販売 



今後の課題 
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•災害に強い山作り 

•木谷山林の適正なレイアウト 
森林の将来像 

•急傾斜地での搬出方法の改善 

•コストの削減 
コスト削減 

•民有林を含めた地域森林の管理 地域の森林管理 

•森林の管理を担う人材の育成 人材育成 



御静聴ありがとうございました 
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